
鉄筋構造物におけるスランプ値の見直し（8cm→12cm）

➣鉄筋コンクリート構造物の耐震設計の見直しにより配筋が高密度化
⇒スランプ「8cm」では、打設効率が低下やコンクリートの充填不足による品質低下が懸念

➣工事発注時のスランプ値は「8cm」がほとんど
⇒スランプ値の変更にあたっては、受発注者協議により施工承諾で実施しているのが実情

➣近年、化学混和剤が一般化し、多様な混和剤が開発されている
⇒単位水量を増加させることなく、コンクリートの流動性（スランプ）を調整することが可能

国交省におけるスランプ値見直しの背景

★『スランプ規定の見直し』、『契約時におけるスランプ値の取扱いの見直し』等

⇒コンクリートの品質を確保したうえで生産性向上を図る。

★直轄工事において、品質に問題が無いことを確認できたことから、スランプ12ｃｍを原則化

大分県の取扱い

①国交省において、スランプ１２ｃｍを原則化し、品質に問題がない。
②現場の生産性向上への効果が期待できる。

一般的な鉄筋コンクリート構造物において、

スランプは『１２ｃｍ』を標準として積算し発注

＜令和５年４月１５日以降起案する工事より適用＞
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鉄筋構造物におけるスランプ値の見直し（8cm→12cm）
コンクリート構造物の設計基準強度と生コンクリート使用基準の選定表の見直し
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